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岡
本
　
敏
男

日
一倉
行

は

「賃
金
上

昇
を
伴
う
形

で
の
２
％
の

２

徊
↓金

を

持
続
的

・
安
定
的
に
実
現
す
る
こ

と
」
を
目
的
に
、長
短
金
利
操
作

（イ

ー
ル
ド
カ
ー
プ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
）
の

枠
組
み
に
よ
る
人
生盈
壌
金
融
緩
和

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
輸
入
物
価
上
昇
な
ど

を
背
景
に
、
消
費
者
物
価
指
数
の
前

年
比
は
３
％
台
で
推
移
し
て
い
ま

す
ピ
解
円の
先
行
き
は
ご
爵
オの
経

済
・
物
価
動
向
や
３
渥
埋
檜（漸
両

に
』９
れて
袋^
（の
賃
金
魚
戦
破
定

行
動
な
ど
、
上
下
双
方
向
に
不
確
実

性
が
〓鷲
）て
高
い
状
況
で
わ
り
、
ま

だ
２
％
の

「
物
価
安
定
の
目
標
」
を

持
続
的

・
安
定
的
に
実
現
す
る
こ
と

を
見
通
せ
る
状
況
に
は
至

っ
て
い
ま

せ
ん
。

現
状
で
は
、
金

畔

裂

嬌
あ

が
運

れ
て
２
％
を
超
え
る
イ
ン
フ
レ
が
持

続
し
て
し
ま
う
と
い
う
上
方
向
の
リ

ス
ク
よ
り
も
、
金
融
緩
和
の
拙
遠
な

修
正
に
よ

っ
て
２
％
の

「物
価
安
定

の
目
保
」
を
″看
”す
全
塞
（葬
逃
し

て
し
ま
う
と
い
う
下
方
向
の
リ
ス
ク

の
方
が
大
き
い
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
７
月
の
△罰
政̈
と蚕

定^
会
合
で

は
、
長
短
金
利
操
作
に
つ
い
て
、

１０

年
物
長
期
金
利
目
標
の
運
用
を
柔
軟

“
レ
、
今
後
生
じ
う
プ？
一下
双
方
向

の
リ
ス
ク
一魅
動
的
に
対
応
で
彙る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
闘
で
は
、
労
働
需
給
が

副
轟
Ψ
る^
中
、
」総
四上
昇
一魯
（金

に
反
映
す
全̈
留
ｃか
伝
ぢ

、
昨
年

一
大
き
く
上
回
る
賃
上
げ
ｇ
奄
Ｃ

ま
し
た
。
饉^
（に
よ
る
側
雲
嬢
の

動
まも
続
い
て
お
り
、
デ
フ
レ
期
以

降
に
星
Ｔ
）た
畿^
（の
賃
金
・
価格

設
定
行
動
等
に
変
化
の
兆
し
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
で
は
、
賃

金
と
物
価
の
好
循
環
の
実
現
に
向

け
、
斗智
強
く
鑑^
出緩
和
一霊
聯
じ

て
い
く
こ
と
で
、
現
在
み
ら
れ
て
い

る

「変
化
の
芽
〓

年

（事
に
育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

（日
本
銀
行
鳥
取
事
務
所
長
）
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「物価安定の目標」実現に向けて
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